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ポ
ー
ル
・
T
・
P
・
ウ
ォ
ン
博
士
の
研
究
に
つ
い
て

 

窪　

寺　

俊　

之

本
紀
要
掲
載
の
千
葉
征
慶
氏
の
「
意
味
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
は
ポ
ー
ル
・
ウ
ォ
ン
博
士
の
著
作
の
翻
訳
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
・
ウ
ォ
ン

博
士
は
ま
だ
日
本
で
は
一
部
の
研
究
者
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
北
米
を
中
心
に
活
躍
す
る
「
意
味
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
セ
ラ

ピ
ー
」
の
分
野
で
研
究
と
実
践
を
進
め
て
い
る
学
者
で
あ
る
。
日
本
で
は
二
〇
一
二
年
の
「
日
本
臨
床
死
生
学
会
学
術
大
会
」
の
主
講
師
と

し
て
来
日
し
て
、
学
会
で
の
学
術
講
演
と
聖
学
院
大
学
で
の
一
般
講
演
を
行
い
、
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

こ
こ
で
、
ウ
ォ
ン
博
士
の
紹
介
を
し
て
、
こ
の
著
作
の
理
解
に
多
少
役
立
つ
こ
と
を
願
う
。

ま
ず
、
ウ
ォ
ン
博
士
は
中
国
の
天
津
で
生
ま
れ
て
香
港
に
移
り
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
に
入
学
。
そ
こ
で
東
洋
宣
教
教
会
の
宣
教

師
の
影
響
を
受
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
。
宣
教
師
の
勧
め
で
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
聖
書
大
学
に
学
ん
だ
。
そ
こ
で
神
学
修
士
号
を
取

得
。
そ
の
後
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
大
学
院
で
心
理
学
を
学
び
、
博
士
号
（Ph.D

.
）
を
取
得
。
ヨ
ー
ク
大
学
、
ト
レ
ン
ト
大
学
、
ト
ロ
ン
ト
大

学
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
西
部
大
学
、
テ
ィ
ン
デ
ル
大
学
、
テ
ィ
ン
デ
ル
神
学
大
学
な
ど
で
非
常
勤
、
常
勤
を
含
め
て
教
鞭
を
執
っ
た
。
ウ
ォ
ン

博
士
は
大
学
で
の
教
育
と
研
究
の
傍
ら
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
世
話
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
た
。
現
在
は
も
っ
ぱ
ら
著
作
と
講
演
、
そ

れ
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、「
意
味
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
所
」（M

eaning-C
entered 
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C
ounselling Institute: M

C
C

I

）
の
所
長
、「
個
人
的
意
味
に
関
す
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（International N

etw
ork on Personal 

M
eaning: IN

PM

）
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

ウ
ォ
ン
博
士
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
「
意
味
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
セ
ラ
ピ
ー
」（M

eaning-C
entered C

ounseling and T
herapy: 

M
C

C
T

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
分
野
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
が
有
名
で
あ
る
。
ウ
ォ
ン
博
士
の
理
論

は
フ
ラ
ン
ク
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ
ー
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ
ー
、

比
較
文
化
心
理
学
な
ど
の
理
論
を
取
り
入
れ
て
、
そ
の
統
合
を
目
指
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ン
博
士
自
身
は
、
多
く
の
心
理
学
者
か
ら
多
く
の

影
響
を
受
け
た
が
、
フ
ラ
ン
ク
ル
の
他
、
実
存
主
義
心
理
学
者
の
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
D
・
ヤ
ー
ロ
ム
ら
か
ら
多
く
の
影
響
を
受
け
た
と
語
っ
て

い
る
。
ウ
ォ
ン
博
士
は
、
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
価
値
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
意
味
へ
の
意
志
、
自
己
超
越
を
重
視
し
て
い
る
点
だ
と
い

う
。
ま
た
、
認
知
行
動
療
法
で
は
認
知
思
考
や
認
知
方
法
を
重
視
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
心
理
学
で
は
本
人
が
語
る
生
き
た
物

語
を
重
視
す
る
点
が
、
高
く
評
価
で
き
る
と
い
う
。

ウ
ォ
ン
博
士
は
一
つ
の
心
理
学
理
論
が
万
能
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
を
学
び
、
臨
床

に
役
立
て
る
べ
き
だ
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
問
的
に
開
か
れ
た
立
場
を
と
っ
て
い
る
背
後
に
は
、
臨
床
家
と
し
て
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
の
苦
し
み
を
切
実
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
理
論
や
方
法
を
使
っ
て
、
苦

し
み
を
和
ら
げ
た
い
と
の
強
い
思
い
が
あ
る
。

翻
っ
て
、
日
本
の
精
神
的
状
況
を
考
え
る
と
、
生
き
る
意
味
を
見
出
せ
ず
苦
し
ん
で
い
る
人
が
多
い
。
学
校
、
高
齢
者
施
設
は
勿
論
、
企

業
人
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
日
本
人
は
、
戦
後
、
科
学
の
進
歩
や
経
済
の
発
展
を
追
い
求
め
て
き
た
が
、
今
、
人
々
は
生
き
る
こ
と
に
疲

れ
て
い
る
。「
進
歩
」
も
「
発
展
」
も
美
し
い
言
葉
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
虚
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
立
ち
止
ま
っ
て
人
間
と
し
て

の
生
き
方
を
顧
み
る
時
期
で
あ
る
。
生
き
る
意
味
を
真
正
面
か
ら
扱
う
ウ
ォ
ン
博
士
の
提
唱
す
る
「
意
味
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
セ
ラ
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ピ
ー
」
が
、
こ
の
現
代
人
の
苦
悩
の
一
端
の
解
決
の
鍵
を
提
供
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
著
作
の
目
的
が
十
分
果
た
さ
れ
た
と
思
う
。

著
書
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

Paul T.P. W
ong (ed.), T

he H
um

an Q
uest for M

eaning: T
heories, R

esearch, and A
pplications, 2nd ed., R

outledge, 2012.

A
. Tom

er, G
.T. E

liason, &
 P.T.P. W

ong

（eds.

）, E
xistential and spiritual issues in death attitudes. N

ew
 York, N

Y: Law
rence 

E
rlbaum

 A
ssociates, 2008.

P.T.P. W
ong, M

. M
acD

onald, and D
. K

laasssen

（eds.

）, T
he Positive Psychology of M

eaning and Spirituality, IN
PM

 Press, 

2007.

論
文
は
、
一
二
〇
編
を
超
え
、
現
在
、「
実
存
主
義
心
理
学
・
心
理
療
法
国
際
学
会
誌
」(International Journal of E

xistential 

Psychology and Psychotherapy

）の
編
集
委
員
や「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
心
理
学
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
誌
」（Journal 

of H
um

anistic Psychology and G
lobal M

anagem
ent

）
の
編
集
委
員
を
務
め
て
い
る
。

ウ
ォ
ン
博
士
の
こ
の
翻
訳
が
、
不
安
な
現
代
社
会
で
生
き
る
知
恵
と
力
を
得
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。


